
FEATURE STORY 1動
アニマルウェルフェア

物福祉のリスクと機会

一
面
に
広
が
る
緑
の
牧
草
。
そ

の
上
に
寝
転
ん
だ
り
、
草
を
食
べ

た
り
、
駆
け
ま
わ
っ
た
り

─
。

北
里
大
学
八
雲
牧
場（
北
海
道
八

雲
町
）の
牛
た
ち
は
思
い
思
い
に

過
ご
し
て
い
る
。
人
間
が
近
づ
い

て
も
逃
げ
た
り
、
威
嚇
し
た
り
す

る
こ
と
も
な
い
。

「
牧
草
地
で
分
娩
し
、
６
カ
月
間

は
自
然
哺
乳
で
育
つ
の
で
、
ほ
と

ん
ど
人
の
手
を
か
け
て
い
な
い
。

人
間
と
の
距
離
が
あ
り
、
自
然
に

育
っ
て
い
る
の
で
牛
も
気
に
留
め

な
い
の
で
し
ょ
う
」

動
物
を
人
道
的
に
扱
う「
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ

ル
フ
ェ
ア（
動
物
福
祉
）」が
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
指
標

の
一
つ
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
畜
産
業
に
関
す

る
投
資
家
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
Ｆ
Ａ
Ｉ
Ｒ
Ｒ

の
運
用
資
産
残
高
は
、
２
２
０
０
兆
円

（
２
０
１
９
年
11
月
時
点
）に
上
り
、
ア
ニ
マ

ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
や
気
候
変
動
の
観
点
か
ら

複
数
の
日
本
企
業
を
ハ
イ
リ
ス
ク
と
評
価
し

た
。
企
業
は
こ
の「
リ
ス
ク
」を「
機
会
」に
で

き
る
の
か
。

動
ア ニ マ ル ウ ェ ル フ ェ ア

物福祉の
リスクと機会

牛
の
親
子
㊤
と
可
食
さ
れ
ず
、
伸
び
た
牧
草
㊦
。

「
牛
が
食
べ
、
排
泄
物
が
肥
料
に
な
り
、
資
源
循
環

し
な
が
ら
良
質
な
牧
草
が
育
つ
」（
小
笠
原
さ
ん
）

北
里
大
学
獣
医
学
部
付
属

フ
ィ
ー
ル
ド
サ
イ
エ
ン
ス
セ
ン

タ
ー
八
雲
牧
場
の
小
笠
原
英
毅
さ

ん（
農
学
博
士
）は
、
笑
顔
で
牛
を

眺
め
る
。

八
雲
牧
場
は
、
国
内
の
飼
料
自

給
率
が
３
割
に
満
た
な
い
な
か
、

農
薬
や
化
学
肥
料
を
使
用
せ
ず
に

生
産
し
た
自
給
飼
料
１
０
０
％
を

実
現
し
た
。
２
０
０
９
年
に
は
有

機
畜
産
物
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証
を
取
得
し
、

国
内
で
唯
一
有
機
牛
肉
を
生
産
す

る
。３

７
０
㌶
の
広
大
な
土
地
で
は

約
２
８
０
頭
の
肉
用
牛
が
飼
養
さ

れ
、
毎
年
５
─
10
月
こ
ろ
ま
で
は

放
牧
、
冬
は
清
潔
な
牛
舎
で
暮
ら

す
。
夏
は
牧
草
、
冬
は
刈
り
取
っ

た
牧
草
を
発
酵
さ
せ
た
飼
料
な
ど

を
食
べ
て
い
る
。

「
人
間
で
は
な
く
、
牛
に
と
っ
て

ど
の
よ
う
な
環
境
が
本
当
に
良
い

の
か
、
科
学
的
に
研
究
を
重
ね
て

い
る
。
牛
舎
で
も
窓
や
ス
ペ
ー
ス

を
確
保
し
、
お
い
し
い
牧
草
が
あ

れ
ば
牛
も
幸
せ
か
も
し
れ
な
い
。

当
然
肉
質
へ
の
影
響
も
あ
る
が
、

出
荷
ま
で
の
短
い
期
間
、
で
き
る

だ
け『
牛
ら
し
く
』幸
せ
に
生
き

て
ほ
し
い
」（
小
笠
原
さ
ん
）

「
良
い
肉
＝
霜
降
り
」と
さ
れ
る

日
本
で
は
、
一
般
的
に
穀
物
中
心

の
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
飼
料
が
肉
用

牛
に
与
え
ら
れ
る
。
つ
な
ぎ
飼
い

さ
れ
、
運
動
す
る
こ
と
も
な
く
、

一
生
を
牛
舎
内
で
過
ご
す
肉
用
牛

が
ほ
と
ん
ど
だ
。

一
方
で
、
北
里
八
雲
牛
は
脂
質

が
少
な
い「
赤
身
肉
」が
特
徴
だ
。

10
年
ほ
ど
前
は「
売
り
先
が
な
く
、

北
里
八
雲
牛
を
背
負
っ
て
歩
い
て

ま
わ
っ
た
」（
小
笠
原
さ
ん
）と
い

う
が
、
最
近
で
は
、
赤
身
肉
の
需

要
増
と
と
も
に
順
調
に
売
り
上
げ

を
伸
ば
し
て
い
る
。

小
笠
原
さ
ん
は「
こ
れ
か
ら
ま

す
ま
す
持
続
可
能
な
農
業
が
求
め

ら
れ
、
健
康
的
な
飼
育
環
境
で

育
っ
た
畜
産
物
の
価
値
は
高
ま
る

は
ず
。
八
雲
牧
場
か
ら『
畜
産
の

未
来
』を
示
し
て
い
き
た
い
」と
、

自
信
を
に
じ
ま
せ
た
。

動
物
に「
５
つ
の
自
由
」を

ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
は
、

一
般
的
に「
動
物
福
祉
」と
訳
さ

れ
、「
人
が
動
物
を
利
用
す
る
上

で
、
動
物
の
幸
せ
・
人
道
的
扱
い

を『
科
学
的
』に
実
現
す
る
も
の

で
、
動
物
本
来
の
生
態
・
欲
求
・

行
動
を
尊
重
す
る
」と
い
う
考
え

方
だ
。
次
の「
５
つ
の
自
由
」は

１
９
６
５
年
に
英
国
で
提
唱
さ
れ
、

世
界
で
採
用
さ
れ
て
い
る（
20
頁

参
照
）。

◆�

動
物
の
適
正
な
扱
い
の
基
本
原

則「
５
つ
の
自
由
」

①
飢
餓
と
渇
き
か
ら
の
自
由

②�

苦
痛
、
傷
害
又
は
疾
病
か
ら
の

自
由

③
恐
怖
及
び
苦
悩
か
ら
の
自
由

④
不
快
さ
か
ら
の
自
由

⑤
正
常
な
行
動
が
で
き
る
自
由

ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
は
、

化
粧
品
な
ど
の
動
物
実
験
、
ウ
ー

ル
の
ミ
ュ
ー
ル
シ
ン
グ（
24
頁
参

照
）な
ど
、
動
物
に
関
係
す
る
産

業
す
べ
て
に
か
か
わ
る
。

な
か
で
も
、
右
図
が
示
す
よ
う

に
、
世
界
の
畜
産
動
物
は
急
増
し

て
お
り
、
畜
産
業
や
小
売
を
含
め

食
に
か
か
わ
る
企
業
が
果
た
す
責

任
は
大
き
い
。世
界
で
は
７
６
４
億

頭
も
の
家
畜（
鶏
、豚
、牛
）が
飼
育

さ
れ
、
そ
の
う
ち
日
本
に
は
約

10
億
頭
い
る（
２
０
１
７
年
）。

投
資
家
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
Ｆ

Ａ
Ｉ
Ｒ
Ｒ
は
、
畜
産
業
の
リ
ス
ク

要
因
と
し
て
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル

フ
ェ
ア
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
、

水
の
枯
渇
、
環
境
汚
染
な
ど
９
つ

を
挙
げ
て
い
る
。
Ｆ
Ａ
Ｉ
Ｒ
Ｒ
は
、

欧
州
や
米
国
な
ど
で
ア
ニ
マ
ル

ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
に
関
す
る
法
制
化

が
進
み
、
消
費
者
意
識
が
高
ま
る

な
か
、「
取
り
組
ま
な
い
企
業
は

市
場
か
ら
取
り
残
さ
れ
る
」と
指

摘
す
る
。

（�

吉
田�
広
子
＝
オ
ル
タ
ナ
副
編
集
長
、
堀�

理
雄
＝
同
編

集
部
、
冨
久
岡�
ナ
ヲ
、
瀬
戸
内�

千
代
、
寺
町�

幸
枝
、

ク
ロ
ー
デ
ィ
ア
ー
真
理
、
岩
澤�

里
美
）

鶏
を「
ケ
ー
ジ
フ
リ
ー
」に

で
は
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア

に
ど
う
取
り
組
め
る
の
か
。
２
つ

の
代
表
的
な
事
例
を
紹
介
し
た
い
。

日
本
人
は
、
鶏
卵
の
消
費
量
が

世
界
で
２
番
目
に
多
く
、
一
人
当

た
り
年
間
３
３
３
個
を
消
費
し
て

い
る（
国
際
鶏
卵
委
員
会
、

２
０
１
７
年
）。
日
本
で
は
約
1.3
億

羽
の
採
卵
鶏
が
飼
育
さ
れ
て
い
る

が
、そ
の
う
ち
９
割
が「
バ
タ
リ
ー

ケ
ー
ジ
」で
飼
育
さ
れ
て
い
る
。

バ
タ
リ
ー
ケ
ー
ジ
は
す
で
に
Ｅ

Ｕ
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
飼
育
方
法

で
、
ワ
イ
ヤ
ー
で
で
き
た
金
網
に

鶏
を
複
数
羽
入
れ
、
そ
れ
を
段
状

に
重
ね
る
。
身
動
き
の
取
れ
な
い

狭
い
ケ
ー
ジ
に
１
羽
ず
つ
入
れ
る

場
合
も
あ
る
。
卵
が
転
が
り
や
す

い
よ
う
に
ケ
ー
ジ
は
傾
斜
さ
せ
る
。

本
来
、
捕
食
さ
れ
る
危
険
の
あ

る
鶏
は
、
隠
れ
て
卵
を
産
み
た
い

と
い
う
強
い
欲
求
を
持
つ
。
だ
が
、

ワ
イ
ヤ
ー
で
囲
わ
れ
た
だ
け
で
隠

れ
場
所
が
な
い
ケ
ー
ジ
で
の
産
卵

は
、
強
い
ス
ト
レ
ス
に
な
る
。

さ
ら
に
、
羽
を
の
ば
そ
う
と
し

出典：国連食糧農業機関（2017年）／世界人口推計2019年版

世界の畜産動物数の推移
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出典：国連食糧農業機関（2017年）

1970 1980 1990 2000 2010 年

 肉用鶏（1970年代から10.12倍）

 採卵鶏（1970年代から4.14倍）

 豚　　（1970年代から3.95倍）

 肉　牛（1970年代から1.76倍）

 乳　牛（1970年代から1.57倍）

合計8.31倍に増加

採卵鶏、肉用鶏、豚、肉用牛、乳牛の数は世界全体で764億頭
にも上る

肉用鶏
665億6672万羽

世界の家畜数は764億頭

人類
約77億人

採卵鶏
78億3838万羽

14億8598万頭豚

３億441万頭肉牛

２億7801万頭乳牛
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